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（ 第１号議案 ）

一般社団法人 甘味食品試験センター

令和４年度 事 業 報 告 書
(令和４年４月１日～令和５年３月３１日まで)

令和４年度事業計画に基づき下記事業を実施した。

１．総会および理事会

１）定時総会

開催日時： 令和４年６月２３日（木）１５：00から開催

開催場所： すみだ女性センター(墨田区押上) 第２･３会議室

令和３年度の事業報告・会計報告および同監査報告書承認に関する件、令和４年

度事業計画・収支予算(案)に関する件について審議･決議され、会員総数４９名（委

任状２０名含む)において承認可決された。

２）理事会

開催日時： 第１回 令和４年 ６月２３日（木） 14:00 ～

第２回 令和４年１０月２０日（木） 14:00 ～

第３回 令和５年 ３月２３日（木） 14:00 ～

開催場所： 各理事会 (一社)甘味食品試験センター会議室

各理事会において、各議案事項に対する審議と決定を行った。

２．業務報告

総務事業、試験検査事業、機能性食品素材の普及啓発事業について、下記のとお

り実施した。

１）総務事業

（１）庶務･会計業務を適正に処理実施した。

（２）会員との情報共有化を図ると共に、会員相互の交流を推し進める目的の媒体として、

小冊子作成を企画し、法人の活動紹介や甘味食品の知識など、各種情報を掲載した「ス

イートフォーラム｣を令和４年８月（創刊号）と令和５年１月（第２号）に発行した。

（３）農林水産省、厚生労働省、通商産業省等からの食品行政に関する情報について、メ

ール発信を通じて、会員、関係者等に適宜提供を行った。
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２）試験検査事業

甘味食品等の会員企業および一般事業者からの受託検査 ： １００６件

(民間受託検査事業(一社)全国はちみつ公正取引協議会の定期検査数を含む)

３）機能性食品素材の普及啓発事業

（１）ｉｆｉａ JAPAN ２０２２(令和４年５月１８日～２０日、東京ﾋﾞｯｸｻｲﾄ国際展示場)に協賛出

展し、会員企業の食品素材を紹介したパネル、ポスター、製品等を展示し、来場者

への説明案内、およびパンフレット等の配付を行った。

（２）食品開発展2022 (令和４年１０月１２日～１４日、東京ﾋﾞｯｸｻｲﾄ国際展示場)に

協賛出展し、会員企業の食品素材を紹介したパネル、ポスター、製品等を展示し、

来場者への説明案内、およびパンフレット配付等を行った。

（３） 農林水産省｢消費者の部屋｣（令和5年2月27日～3月3日)において、｢食生活の

中の機能性成分の役割とその素材｣をテーマとして出展し、テーマ内容の説明パネ

ル展示とパンフレット配付とともに、会員企業の関連製品を紹介したパネル、ポス

ター等を展示した。団体会員の全国はちみつ公正取引協議会の協賛により､はちみ

つに関する適正な情報と検査内容等の説明をパネルとポスターで展示して､各社の

はちみつ製品も展示した。来場者には､各会員から提供協力のあった試供品とパン

フレットも配付して､案内を行った。

（４）食品素材および利用技術に寄せられた相談等に対して、“食品新素材利用技術シリ

ーズ-76 素材”、“オリゴ糖類Ⅰ、Ⅱ･Ⅲ”に関連する会員企業と協力して、情報提供等を実

施した。

４）豆類加工研究会からの受託事業

(１)役員会の開催および会員との各種文書連絡を行った。

(２)第６３回豆類加工研究会(令和4年10月28日)を開催準備し、実施した。

(３)(公財)日本豆類協会からの令和4年度豆類加工利用技術向上対策調査事業と

して､ ｢国産小豆の製あん特性および抗酸化活性の比較調査Ⅱ｣を実施した。

３． 指導事業

職業訓練法人「東京都菓子学園」講師として出向した。

担当科目(材料学､測定法､関係法規) 熊谷 晶子
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４．会員数及び役員数

１）会員の状況

令和４年度末会員構成 個人会員 ４名

企業会員 ３７社

団体会員 ６団体

２）役員構成 (令和４年度末)
（五十音順）

役 職 氏 名

代表理事(理事長) 山 本 正 次

副 理 事 長 鶴 見 和 良

〃 持 田 謙 二

業務執行理事(専務理事） 熊 谷 晶 子

理 事 稲 葉 利 佳 子

〃 岡 部 裕 子

〃 濱 口 茂 樹

〃 早 川 幸 男

監 事 岡 本 光 治

〃 橋 本 敏 克

理事８名 監事２名


